
プレスリリース カテゴリー「新商品発売」                                  2016年 8月 2日 

 

 

報道関係者各位 

 

 

一般用医薬品（漢方薬・和漢薬）の製造販売を行う二反田薬品工業（広島県呉市、代表取締役：二反田 正弘）は、

このたび初めて広島菜を配合した青汁、「広島菜青汁」を新発売いたしました。 

広島菜の栄養成分に関する広島国際大学（広島県東広島市、学長：焼廣 益秀）との共同研究から生まれた、す

っきり美味しい青汁です。 

 

＜広島菜の研究＞ 
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＜漢方メーカーがつくる広島菜の青汁＞ 

 

 

 

 

 

 

＜商品の展開について＞ 

 

 

 

 

 

 

飲んでみん菜
さい

！「広島菜青汁」発売のご案内 

お問い合わせ先：二反田薬品工業株式会社  〒737-0845 広島県呉市吉浦新町 2-5-2 

TEL:0823-31-1515  FAX:0823-31-3191 MAIL : info@nitandayakuhin.co.jp 

担当者：専務取締役 二反田 健二朗 

商 品 名： 広島菜青汁   容  量： 3ｇ×10包 

希望小売価格： 700円＋税    目標販売数： 年 1万個 

発 売 日： 2016年 8月 1日 

原 材 料 名：大麦若葉末、還元麦芽糖、広島菜末、 

青大豆末（遺伝子組み換えでない、大豆を含む）、 

イソマルトオリゴ糖、乳酸菌末（殺菌、乳を含む） 

加工でんぷん、ステアリン酸Ｃａ 

 

「日本三大漬菜」といわれる広島菜ですが、広島菜漬以外での利用が少なく、全国的にも知名度が低い 

など、非常に「おしい」特産品です。機能性研究も少なく、学術的なエビデンスも乏しい状況でした。 

そこで弊社は、平成 27年 2月に同大・医療栄養学部の神田 博史教授をはじめとした研究チームと広島 

菜の機能性について共同研究を実施いたしました。 

これにより、広島菜には S-メチルメチオニン（ビタミン U、別名キャベジン）やポリフェノール類（ケンフェロ

ール、ケルセチン）等の機能性成分が含まれることが明らかとなりました。 

栄養価の高い広島菜をより多くの方に飲んでいただくため、老若男女問わず人気の青汁といたしました。 

★「広島菜青汁」の主な特長 

・広島菜の粉末を配合      ・乳酸菌入り（1包あたり 100億個） 

・主な原材料はすべて国産   ・粉っぽくない顆粒タイプ（水に溶かさなくても飲みやすい） 

※青汁製造から包装まで、医薬品 GMP適合の自社工場で責任をもって製造しております。 

8月上旬より県内ドラッグストア（ウォンツ様）でのお取扱いが決定しております。 

また県内観光地や主要交通機関のお土産コーナーなどへ、順次ご提案中です。 

自社サイト内での通信販売も行っております。 ※詳しくはこちら（http://www.nitandayakuhin.co.jp/） 

今後広島菜市場をより盛り上げるべく、広島国際大学、そして広島菜の原野菜供給元である JA広島市

（広島菜漬センター）等と連携を図りながら事業展開して参ります。 

活性化する一助となることを 
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